
殿下、 

この怪物をどうし

ろと申されるの

でしょうか…？ 
ジャイアント・パンダにご

ざる。この者は平和的で

優しく、且つ力強い、我

が人民の親善大使にて

候。 

しっかりと世話をし

て下さること、信じ

ております。 
これは、パイチャー（白茶）

として知られる大変に稀少

な動物にござる。 

An Antoine Bauza Game 
こ、これはあり

がたいのう、 

陛下。まこと珍

しい、なんと素

晴らしい贈り物

じゃ。そ、その… 

１３歳以上 ２～４人 約４５分 

私の相談役より、世話の方法や

餌の詳細をお伝え申そう。 お主が水をやっている竹は、

一日に一寸程伸びるのじゃ。 お久しゅう、 

殿下。 
よくぞ参られた、 

陛下。 
わしの本当の仕事は帝の庭師なんじゃが、

なんでこうしてパンダの為に竹なんか育てに

ゃならんのだ？ 

殿下の親睦への感謝の印と我らの

通商の証として、陰陽における最高

の象徴を進呈したく存じ上げ申す。 戻れ！ 
戻れと言うに！ 

シューッ 

何事じゃ！？ 

ムシャムシャムシャムシャ    

    ムシャムシャムシャムシャ    

こいつ、わしが植えるそばから芽を

食っちまう！ 

ムシャムシャムシャムシャ    

    ムシャムシャムシャムシャ    



物語 
昔々、日本の帝の御所にて… 
長きに渡り続いた紛争の後、日本と中国間の外交関係がつ

いに好転しました。この条約を儀礼として祝う為、中国の皇

帝は日本の帝に対し、平和の象徴である聖なる動物を贈っ

たのです。 

日本の帝は、竹林を造りその動物の世話をするという困難

な仕事を、御所の役人（プレイヤー達）に委任しました。プレ

イヤー達は土地の一角を耕し、水を引いて、帝の庭師の助け 

Takenokoでは、 

お主は土地を耕して… 水を引いて… 

を得ながら３種類の竹の種類（緑、黄、ピンク）の中から一つを育て

ます。 

彼らは、柔らかく瑞々しい竹に飢えた神聖なる動物に相当の我慢を

強いられる事になるでしょう。 

最も多くの竹を育て、繊細なパンダに餌を与えながら自分の担当す

る土地の一角を管理したプレイヤーが、ゲームに勝利します。 

内容物 
• 区画×28 
• 緑の竹の節×36 
• 黄色の竹の節×30 
• ピンクの竹の節×24 
• 用水路×20 
• 進歩×9 
• 「目標」カード×46 
• 個別ボード×4 
• アクションチップ×8 
• 天候ダイス×1 
• パンダ×1 
• 庭師×1 
• ルールブック×1 

帝の庭師たるわしの助けを借りて美しい竹

を育て… 

日本語の時間 

天候に左右されつつ… このバカでかい動物ちゃんにも

振り回されながら… 
こつこつ働いて、帝から

褒美を貰うのじゃ。 

Takenokoとは文字通り「竹」の
「子」を意味し、その２つの表

意文字は一般的な日本語の助詞

「の」で繋がっています。 

Take [no] Ko 

(Bamboo) (Child or Sprout) 
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ゲームの要素 
初めてのゲームへと乗り出す前に、異なるゲームの要素とその機能に自分を慣れさせる為の

時間を取りましょう。 

準備 
特別な「池タイル」�をテーブルの中央に置きます。庭師�とパンダ�のフィギュ

アをこの区画の上に置きます。残りの土地区画タイル�を混ぜ、裏向きにして山

札にします。 

用水路�と進歩（種類別に仕分け）�をこの山札の横にサプライとして並べます。 

「帝」カード�を傍らに置き、残りのカードをカテゴリ別（区画、庭師、パンダ）�に

仕分けしてそれぞれシャッフルし、裏向きに３つの山札にします。 

各プレイヤーは自分の個別ボード	、アクションチップ２枚
、各カテゴリ毎に１

枚ずつのカード●（各プレイヤーはそれを他のプレイヤーに見せないようにします）

を受け取ります。 

最も背の高いプレイヤーからゲームを開始します。 

区画 
区画とは、竹を育てる為の土地の

一部です。これらには緑、黄色、ピ

ンクという３つの色があります。竹

は特殊な「池」タイルの上では育ち

ません。 

竹 
緑、黄色、ピンクの３つの区画の

色に対応する、３種類の竹があ

ります。 

用水路 
筍は水を必要とします。これが

ないと筍は育ちません！ 幸い、

我々は用水路を使って区画へ水

を引く事ができます。 

進歩 
進歩は竹の育成を促進します。い

くつかの区画は最初から進歩を

持っており、さらに追加の進歩チ

ップがあります。 

庭師 
庭師は竹を監視し、注意深く耕さ

れた竹林が正しく育成されるよう、

責任を持ちます。 

パンダ 
このジャイアント・パンダは竹の

間を自由に徘徊し、瑞々しい竹を

貪り食います。 

目標 
帝を喜ばせる為に、プレイヤーは

３つの異なるカテゴリの目標カー

ドを達成し、これにより勝利点を

得ます。 

天候ダイス 
天候ダイスによって決まる天候条

件は、竹林の進歩において重要

な役割を果たします。 
 

帝 
時間が来ると、殿下は庭を訪れ

て勝者を決めます。 
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ゲームの進行 
ターン順は時計回りです。 

自分のターンが来たら、プレイヤーは2つの手順を順番に実行しなければなりません。 1) 天候条件の決定 
2) アクション実行と目標達成 

1) 天候条件の決定 

天候は天候は天候は天候は2222回目のラウンドから影響し始めます。最初のラウンドでは、プレイヤーはこの手順を無視して次へ進みます。回目のラウンドから影響し始めます。最初のラウンドでは、プレイヤーはこの手順を無視して次へ進みます。回目のラウンドから影響し始めます。最初のラウンドでは、プレイヤーはこの手順を無視して次へ進みます。回目のラウンドから影響し始めます。最初のラウンドでは、プレイヤーはこの手順を無視して次へ進みます。    
プレイヤーは天候ダイスを振り、出た目の気象条件の効果を適用します。 

快晴 
素晴らしい日光が竹林に降り注素晴らしい日光が竹林に降り注素晴らしい日光が竹林に降り注素晴らしい日光が竹林に降り注

ぎます。ぎます。ぎます。ぎます。    
プレイヤーは追加のアクションを得

ます。このアクションは通常の２つ

のアクションとは異なるアクション

でなければなりません。 

雨 
良い雨が良い雨が良い雨が良い雨が若い筍に栄養を与えま若い筍に栄養を与えま若い筍に栄養を与えま若い筍に栄養を与えま

す。す。す。す。    
プレイヤーは水が引かれた任意

の区画へ竹の節を１つ置くことが

できます。１つの区画につき置け

るのは４つまでです。 

風 
心地よいそよ風が竹林を駆け抜心地よいそよ風が竹林を駆け抜心地よいそよ風が竹林を駆け抜心地よいそよ風が竹林を駆け抜

けます。けます。けます。けます。    
プレイヤーは同一のアクションを

２回行う事が出来ます（異なる２

つのアクションの代わりに）。これ

は強制ではありません。 

荒天 
空に雷鳴が空に雷鳴が空に雷鳴が空に雷鳴が轟き轟き轟き轟き、落雷がパンダ、落雷がパンダ、落雷がパンダ、落雷がパンダ

を飛び上がらせます。を飛び上がらせます。を飛び上がらせます。を飛び上がらせます。    
プレイヤーは任意の区画にパン

ダを置くことが出来ます。恐怖の

余り、この臆病な動物は竹の節

を１つ食べます。 

曇 
灰色の雲灰色の雲灰色の雲灰色の雲が空を暗くします。でもが空を暗くします。でもが空を暗くします。でもが空を暗くします。でも

ご心配なく、さぁ、事務作業をすご心配なく、さぁ、事務作業をすご心配なく、さぁ、事務作業をすご心配なく、さぁ、事務作業をす

る時間ですよ。る時間ですよ。る時間ですよ。る時間ですよ。    
サプライから利用可能な進歩チッ

プを１つ選びます。それを直ちに

１つの区画へ置くか、自分の個別

ボード上に保管します（8ページを

参照）。利用可能な進歩が無けれ

ば、プレイヤーは任意の天気を選

んで実行します（快晴、雨、風、荒

天）。 

「？」の目が出たら、プレイヤーは

このターン、好きな天気を選びま

す：快晴、雨、風、荒天、曇。 
. 

2) アクション実行と目標達成 

プレイヤーは５種類の中から２つのアクションを選びます。 

注意：このアクションはそれぞれ異なっていなくてはなりません。 

この選択を確定させるには、プレイヤーは２枚のチップを自分の個別ボード上の適切なスペースにそれぞ

れ置きます。 

このアクションが解決される順番はプレイヤーによって決められます。 

その後、プレイヤーは天候ダイスを自分の左のプレイヤーへ渡します。 

５種類のアクションは以下のページにおいてさらに詳しく説明されています。 

プレイヤーは区画を３枚引いて１つを選

びます。 

用水路 
プレイヤーはサプライから用水路を１つ

受け取ります。それをすぐに使っても良

いし、後のラウンド用にとっておいても構

いません。 

庭師 
プレイヤーは任意の方向に向けて一直

線上に庭師を動かします。彼が移動を

終了させた先の区画と、それに隣接する

同じ色の区画について、彼は竹の節を１

つ成長させます。節は水が引かれている

区画でのみ成長することを忘れないよ

うにして下さい。 

パンダ 
プレイヤーは任意の方向に向けて一直線

にパンダを動かします。 

パンダは、自分が移動を終了させた先の

区画の竹の節を１つ食べます。 

目標 
プレイヤーは任意のカテゴリの目標

カードを１枚引いて手札に加えます。 

4 
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区画 
プレイヤーは３枚の区画を引き、１枚を選んで他の２枚

は裏向きのまま任意の順序で山札の上に戻します。 
次に、選んだ区画を次のどちらか一方、又は両方のル

ールに従って場に置きます： 
  • その区画が特別な「池タイル」に隣接する。 
  • その区画が既に置かれている２枚の区画に隣接

する。 
それぞれの区画は唯一、その色の筍のみを育成できま

す。 
注意：注意：注意：注意：特別な池の隣の区画、又は流域の進歩を持つ区

画は、自動的に水が引かれます！ 竹の節が直ちに１つ

追加されます（「水を引く」を参照）。 
色に関係なく、いくつかの区画は最初から進歩を持って

います（7ページを参照）。 
 

用水路 
プレイヤーはサプライから用水路を１つ受け取ります。 

用水路はすぐに使っても良いし、後のラウンド用にとっておいても構いません。あ

るプレイヤーが自分の保管場所に用水路を１つ持っている場合、それを自分の

ターン中にいつでも使うことができます。これはアクションの１つに数えませ

ん。 

用水路は２つの区画の境界線上に配置し、常に特別な「池タイル」の角から始ま

るネットワークを作ります。 

特別な「池タイル」の横には用水路を置くことはできません。 

区画が以下の条件のうちいずれか１つを満たす場合、水が引かれます。 

 1) 特別な「池タイル」に隣接している。その場合、水は自動的に引かれる。 

 2) ６つの縁のうち最低１つが用水路を持っている。 

 3) 流域進歩を持っている。 
区画に初めて水が引かれた時、その色の竹の節が１つ追加されます。 

区画がこの初めての竹の節追加の対象となるのは一度だけです。 

１つの用水路が同時に２つの区画に水を引いた場合、それぞれに１つずつ竹の

節が追加されます。 

 

庭師 
プレイヤーは任意の方向へいくつ分の区画でも、一直線に庭師を移

動します。庭師は区画上のみを移動することができ、区画の間の何

も無い空間を移動することはできません。彼が移動を終了させた先

の区画と、それに隣接する同じ色の区画について、彼は竹の節を１

つ成長させます。 
もし区画の竹の節の高さが４つなら、それ以上の節は追加されま

せん。これは節４つが筍の最大の大きさだからです。 
注意：庭師が到達した区画やその隣接した区画であろうと、竹の節

は水が引かれている区画でしか成長しません。 
 

庭師を移動庭師を移動庭師を移動庭師を移動するするするする    

隣に１つしか

区画がない 

池に隣接 

NO 
隣に１つしか

区画がない 
NO 水が引かれる 水が引かれる NO 

直接隣接 しない

Yes 
隣に２つの

区画がある 
Yes 

水が引かれる 

池に隣接 
Yes 

池に隣接 
Yes 

池に隣接 
Yes 

隣に１つしか

区画がない 
NO 

隣に１つしか

区画がない 
NO 水が引かれる 水が引かれる 

用水路を１つ用水路を１つ用水路を１つ用水路を１つ    

追加する追加する追加する追加する    

新しく水が新しく水が新しく水が新しく水が

引かれた引かれた引かれた引かれた

区画の竹区画の竹区画の竹区画の竹

の節を成の節を成の節を成の節を成

長させる長させる長させる長させる    

+1 

NO 
水が引か

れてない +1 +1 

その区画、及び隣接すその区画、及び隣接すその区画、及び隣接すその区画、及び隣接す

る同じ色の区画の竹のる同じ色の区画の竹のる同じ色の区画の竹のる同じ色の区画の竹の

節を成長させる節を成長させる節を成長させる節を成長させる    

重要！重要！重要！重要！    各プレイヤーは各自の個別ボード上に資源

を持ちますが、竹林の全ての資源（区画、用水路、

進歩、竹の節）は全プレイヤーの共有地です。 
緑の箇所は置ける場所。緑の箇所は置ける場所。緑の箇所は置ける場所。緑の箇所は置ける場所。    

赤の箇所は置けない場所。赤の箇所は置けない場所。赤の箇所は置けない場所。赤の箇所は置けない場所。 
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パンダ 
プレイヤーは任意の方向へいくつ分の区画でも、一直線にパンダを移

動します。パンダは区画上のみを移動することができ、区画の間の何

も無い空間を移動することはできません。 
パンダは、自分が移動を終了させた先の区画の竹の節を１つ食べま

す。 
プレイヤーはこの竹の節を自分の個人ボード上に保有します。これは

パンダの目標を達成するのに利用できます。 

目標 
プレイヤーは任意のカテゴリの目標カードを１枚引いて手札に

加えます。 
注意：注意：注意：注意：プレイヤーは最大５枚までしかカードを持てません。プレイ

ヤーが手札を５枚持っている場合には、６枚目のカードを引くこ

とはできません。再度カードを引く前に、少なくとも１枚の目標を

達成する必要があります。 

目標の達成 
これはアクションの１つとして数えません。 

自分のターン中ならいつでも、プレイヤーはカードの示す条件を満た

した時に目標を達成することができます。 

目標を達成するには、プレイヤーはそのカードを表向きで自分の前に

置きます。 

同一ターン中に複数の目標カードを達成することができます。 
重要：重要：重要：重要：ボード上の状況が変化したとしても、一度達成した目標は失わ

れずそのままです。その目標が達成された時点でカードに示された条

件を満たしていれば十分です。 

パンダの移動パンダの移動パンダの移動パンダの移動    

止まった場所の止まった場所の止まった場所の止まった場所の

竹の節を１つ食竹の節を１つ食竹の節を１つ食竹の節を１つ食

べるべるべるべる    
区画の区画の区画の区画の目標目標目標目標    

これらのカードには、隣接する３つ又は４

つの区画が描かれています。 

庭師の庭師の庭師の庭師の目標目標目標目標    
これらのカードには、以下のいずれかが

描かれています： 
• 特定の進歩を持つ、４つの節からなる

筍。 
• 進歩を持たない、４つの節からなる筍。 
• いかなる進歩制約も持たない、３つの

節からなる筍のいくつかのグループ。 
この目標を満たすには、このカード上に

示される配置が竹林に反映されていな

ければなりません。 

パンダのパンダのパンダのパンダの目標目標目標目標    
これらのカードには、２つか３つの竹の節

が描かれています。 
 この目標を満たすには、プレイヤーは要求

される節を自分の個別ボード上に保有し

ていなければなりません。これらの節は目

標が達成された後にサプライへと戻さな

くてはなりません。 

移動についての詳細なルール 
• 庭師とパンダは、移動中に特別な「池タイル」を横切

ったり、その上で止まっても構いません。 
• ２つの区画の間にある何も無いスペースを横切るこ

とはできず、そのスペースの手前で必ず止まらねばな

りません。 
• これらのアクション（庭師やパンダ）から利益を得る

には、プレイヤーは最低でも１つは移動しなくてはなり

ません。 

この目標を満たすには、カード上に示され

る配置が竹林に反映されていなければな

りません。 
重要：重要：重要：重要：有効化の為には、この組み合わせが

全て水を引いてある区画で構成されてい

なくてはなりません。 
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進歩 
進歩は区画に埋め込まれていたり（区画に印刷されている場合）、「曇」の天候

条件によってプレイヤーが進歩チップを獲得している場合には区画に追加した

りことができます。プレイヤーが自分の保管場所に進歩を保有していた場合、自

分のターン中いつでもそれを使うことができ、これはアクションとしては数えま

せん。 

進歩は竹を生やしていない区画にのみ追加できます（これはつまり、置かれた場合の区画

や、水が引かれていない区画、パンダが全てを食べてしまったばかりの区画、などを意味し

ます）。 
各区画は１つしか進歩を持てず（埋め込まれているか、追加されたか）、後で変更すること

はできません。 
これらの区画はカードに示されて 

いる通りに竹林に並んでいる必要があり、同時に全ての区

画には水が引かれていなくてはならない。 

肥料の進歩を持つ肥料の進歩を持つ肥料の進歩を持つ肥料の進歩を持つ区画にサイズ４

の竹がある。 
進歩の無い進歩の無い進歩の無い進歩の無い区画にサイズ４の竹が

ある。 
進歩有り又は進歩無しの進歩有り又は進歩無しの進歩有り又は進歩無しの進歩有り又は進歩無しの区画（隣接

していても、していなくても）にある、

サイズがちょうど３の緑の竹が最低

でも４つある。 

囲い囲い囲い囲い    
囲いは区画の竹を守ります。パンダはここ

を横切ったりここに止まったりすることはで

きますが、ここの竹を食べることはできませ

ん。 

肥料肥料肥料肥料    
肥料は区画の竹の育成を早めます。竹

が生長する時、１つではなく２つの竹

の節が追加されます（通常通り、最大

４つまでです）。 

これらの目標を有効化するには、自分の「食べた竹の保有場所」に、このカードが示す竹の節を持っ

ていなくてはならない。一度目標が達成されたら、その竹の節はサプライへ戻される。 水域水域水域水域    
水域は区画の竹に、それが必要とする全ての水を供給します。この為、

この区画には水を引く必要がなく、用水路に結びつく最初の成長の恩

恵を自動的に受けます（用水路を参照）。 

警告：警告：警告：警告：水域は、用水路システムの新しい開始時点として使うことはできません。 
上級者向上級者向上級者向上級者向けルールけルールけルールけルール（（（（ヴァリアントヴァリアントヴァリアントヴァリアント））））    
既に竹林で達成されている目標カードをプレイヤーが引いた場合、それを捨てて同じカテゴ

リから新しい目標カードを引かなくてはなりません。 
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ゲームの終了 
ゲームの終了条件はプレイ人数によって変わります： 

•２人プレイ時：２人プレイ時：２人プレイ時：２人プレイ時：あるプレイヤーが自分の９番目の９番目の９番目の９番目の目標目標目標目標をををを達成したら、それが最後のラウンドです。 
•３人プレイ時：３人プレイ時：３人プレイ時：３人プレイ時：あるプレイヤーが自分の８番目の８番目の８番目の８番目の目標目標目標目標をををを達成したら、それが最後のラウンドです。 
•４人プレイ時：４人プレイ時：４人プレイ時：４人プレイ時：あるプレイヤーが自分の７番目の７番目の７番目の７番目の目標目標目標目標をををを達成したら、それが最後のラウンドです。 

個別ボード 

最後のラウンドを開始したプレイヤーは、特別な「帝」カード（２得点）を獲得し、自分のターンを終わります。 

注意：注意：注意：注意：最後のラウンドを開始したターン中に、そのプレイヤーがさらに他

の目標を達成しても構いません。 
その後、他のプレイヤーはそれぞれ最後のターンを行い、各自が自分の

スコアを伸ばす為に目標を達成しようと努力します。 

最後に、帝は詳細な精査ののち、使用人の中で最も賞賛に値するもの

に褒美を与えます： 
各プレイヤーは自分がゲーム中に達成した目標カードが示す点数を

合計します。手札に残ったカードには何の価値もありません。 

最も高い点数のプレイヤーがゲームに勝利し、帝より褒美の言

葉を賜ります。 
同点の場合、パンダの目標カードの点数が最も高いプレイヤーが勝利し

ます。それでもまだ同じだったら、同点のプレイヤーで勝利を分かち合い

ます…。 

食べた竹の保管場所食べた竹の保管場所食べた竹の保管場所食べた竹の保管場所    

アクションのアクションのアクションのアクションの    

備忘スペース備忘スペース備忘スペース備忘スペース    

天候ダイスの効果天候ダイスの効果天候ダイスの効果天候ダイスの効果のののの

備忘スペース備忘スペース備忘スペース備忘スペース    

用水路の保管場所用水路の保管場所用水路の保管場所用水路の保管場所    

進歩の保管場所進歩の保管場所進歩の保管場所進歩の保管場所    

新米庭師へのアドバイス 
自分には園芸の才能がないだって？ これが

庭園管理の肝だ： 
- 最初のターンに必ず区画を取るように：働

き始めるには土地が必要だ。 
- 用水路は保管できる。この選択肢を使うよ

うに！ 君はゲーム中、水が迅速に行き渡るの

を見ることができるだろう。 

- 最初のゲームでは天候を含めないで遊ぶこ

ともできる。ちょっと物足りないかもしれない

が、ゲームメカニズムに慣れるにはちょうど良

いだろう。 

途中で部品が足りなくなったら？ 
- 箱の中にある竹の節は、ほとんどのプレイ

ヤーに必要な分だけ用意してある。でも、もし

誰かが節を使い切ってしまったら、一時的に他

の色で代用しよう。 
- もし山札に３枚より少ない区画しかなかっ

たら、区画アクションでは残っている２枚から

選ぶ（又は最後の１枚を取るしかない）。もし

区画が１枚もなかったり、用水路がなくなって

しまった場合には、君はそれに関連したアクシ

ョンを選ぶことはできない。 
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